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【第 2 章】備後灘の植物プランクトン量・組成，光合成反応・生産速度を，2014 年以降 4




















【第 4 章】主に第 2 章の結果をより詳細に解析し，過去との比較を行っている。特に春季
の低生産性に注目し，栄養塩濃度と光・電子伝達速度曲線の関係を見積もった上で，漁獲
量が多かった 1970 年代から 1980 年代頃に観察された栄養塩濃度（現在の 3～9 倍増加）と
した場合と，年代毎の日射量の傾向を入力した場合のそれぞれにおいて，基礎生産速度の
上昇率を見積もっている。これらのシミュレーション結果から，基礎生産の変動要因とし
ては貧栄養化だけでなく気象の長期変動も考慮する必要があることが指摘されている。 
 
 以上，本研究はパルス変調蛍光法という新たな手法を用い，時空間的に細やかな調査を
実施し，基礎生産を光量変化も考慮した光合成反応の速度論的に捉えたことに新規性が認
められる。また，植物プランクトンの種組成を精査することにより，その質にまで言及し
ている。現時点では決定打とはならないかもしれないが，漁業者の自助努力として実施し
うる海底耕耘の現場検証結果も，生産性向上策のひとつとして重要な知見を与えている。
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
